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社会の変動とエネルギーの関わりを考える 

－エネルギー安全保障と福島の産業復興－ 

 

企 画：（一社）日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 

開催日：２０１７年６月１３日（火） １３：２５～１５：４５ 

会 場： 

 豊橋商工会議所 407 会議室 

〒440-8508 愛知県豊橋市花田町字石塚 42-1 

 

趣 旨： 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災と福島第一原子力発電事故から 6年が経過し，社会も大きく変動し

続けています．今春には避難区域も 2013 年の再編時から 1/3 に縮小し，産業復興や帰還支援に向けた

動きも活発化しています．一方，世界情勢は保護主義的な政治への変化の潮流の中で，エネルギー資源

を海外に依存する日本は，エネルギー基本計画の S+3E のひとつである Energy Security 確保のための

舵取りがさらに難しくなってきています．動力エネルギーシステム部門に設置されたこれらの問題にお

ける課題，方策を検討する震災対応臨時委員会では，その活動の一環として，エネルギーの安全保障を

地政学見地から俯瞰的に捉え，資源調達リスクとオプションの多様化に対する理解を深めること，さら

に，福島の浜通り地域の産業基盤の再構築を目指し，廃炉やロボット技術などの研究開発拠点化を推進

する福島イノベーション・コースト構想の概要について専門家をお招きした講演会を開催いたします．

社会の変動とこれからのエネルギーとの関わりについて広く意見交換したいと考えておりますので，是

非ご参加ください． 

 

プログラム（予定） 

13:15 開場 

13:25 開会挨拶 震災対応臨時委員会 委員長 小泉安郎（JAEA） 

13:30～14:20 「激変する世界情勢下における日本のエネルギー安全保障(仮)」 

  講師 奥村 直士（日本安全保障戦略研究所シニアフェロー） 

講演概要 

 世界に大きな影響を与える大国，米・中・露が激動する中，依然として中東依存

度の高いエネルギー資源の安定調達を中心とするエネルギー安全保障の見通しは極

めて重要な課題の一つである．本講演では，主要国のエネルギーの供給と需要の現

状と，資源の国際的な輸送における地政学的なリスク，特に中東資源国および日本

のシーレーンの安全保障に対する理解を深めることを目的とし，激変する世界情勢

とエネルギー社会の関わりを俯瞰的に考える機会を与える． 

14:20～15:10 「福島イノベーション・コースト構想とロボットによる産業復興(仮)」 

  講師 高橋 隆行（福島大学） 

講演概要 

 福島県の浜通り地域を中心として，産業基盤の再構築を目指し，廃炉やロボット

技術などの研究開発拠点化を推進する福島イノベーション・コースト構想が進んで

おり，その中でも特に，ロボット技術を産業復興の重要な柱の一つに据えている．

本講演では，福島イノベーション・コースト構想の概要と，福島におけるロボット

開発および産業育成の紹介を通して，エネルギーとロボット技術を中心とした地域

再生を未来志向で考える． 

15:10～15:45 総合討論 

 



参加申込 

 参加費無料，事前登録不要ですが，資料準備の都合上，ご参加を予定される場合，下記の送信フォー

ムをメールにコピーペーストいただき，必要事項をご入力の上，メールにて動力エネルギーシステム部

門担当櫻井宛にお申し込み下さい． 

 

E-mail：sakurai@jsme.or.jp（櫻井） 

 

申込メール送信フォーム 

----------------------------件名---------------------------- 

［行事番号］ 講演会参加申し込み 

----------------------------本文---------------------------- 

※氏名： 

※所属： 

※E-mail: 

 


